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はじめに

　

白山は高山帯を有する山としては日本の西端に位

置するとともに高山帯の面積が小さいことから，そ

こに生育する高山植物は自然の改変に対して脆いと

考えられる。また,Fujiietal.(1995)やFujiietal｡

　

(1997)の葉緑体ＤＮＡの解析によって，白山のハ

クサンコザクラ(Primula cuneifoliaLedeb. var.

hakusanensisMakino: サクラソウ科）やヨツバシオ

ガマ(PedicularischamissonisSteven:ゴマノハグサ

科）は，白山のものは，それぞれが生育する他の山

系のものとは葉緑体ＤＮＡが変異し，白山独自のも

のに固定しており，遺伝的に分化していることが確

認されている。また，「生物多様性国家戦略」にお

いて,“遺伝子資源保存施設における生息域外保全”

の重要性が説かれており，白山の高山植物を遺伝子

資源として保存することの重要性が高まっている。

これまで，白山の高山植物を対象にした人為環境

下における保全および人工増殖に関する研究として

は，ハクサンコザクラについては種子発芽におよぼ

す温度，光および低温処理の影響がShimadaet al.

　

(1997)によって研究され，クロユリ（Fritillaria

camtschatcensis(L.)Ker-Gawl.:ユリ科）につい

ては組織培養による増殖法等がOtani

　

＆

　

Shimada

　

(1997)によって研究されている。また，ハクサン

チドリ（OrchisaristataFischer: ラン科）について

はKondo et al.(1997)や大谷ら(1999)において

無菌播種条件が検討されている。

　

本研究ではそのような背景のもと，ハクサンオオ

バコ（PlantagohakusanensisKoidzumi)を対象とし，

ハクサンオオバコの生息域外における保全方法を確

立するための基礎的な研究として，ハクサンオオバ

コの種子を白山で採集し，種子発芽におよぼす温度

および保存期間の影響について調査した。

　

ハクサンオオバコはオオバコ科オオバコ属に属

７

　

図１

　

ハクサンオオバコ種子の採集地（●）

建設省国土地理院発行５万分の１地形図「白山」を使用。
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し，本州の東北～中部地方の日本海側に分布し（清

水, 1982),白山を分布の西限としている（米

山, 1985)。白山では南竜ヶ馬場の湿地などで見ら

れる（石川県白山自然保護センター（編), 1995)

ものの，その分布は必ずしも広くはない。南竜ヶ馬

場では菅沼ら(1978)によって植生調査が行わ

れ, 3,000分の１の現存植生図が作成されると共に

辰巳・菅沼(1978)によって，ハクサンオオバコが

優占する群落の調査が行われている。

　　　　　　　　　

材料と方法

種子の採集と保存

　

ハクサンオオバコの種子は,1999年及び2000年９

月に，白山の南竜ヶ馬場（標高約2,080m）で採集

した（図１）。採取した種子は直ちに研究室に持ち

帰り，研究室の冷蔵庫（４℃）に保存した。

発芽率の温度による影響

　

冷蔵庫で保存された種子は。3％（Ｖ/Ｖ）アンチ

ホルミンで40分滅菌した後，滅菌水で３回洗い，ア

ンチホルミンを洗い流した。その後,pH5.5に調整

したバイオブリットＭＳ－Ｇ培地（（有）生物科学

産業研究所製）に無菌播種した。培養には，東京理

化器械（株）の温度勾配恒温器（多室式温度条件試

験器）MTI－201B型を使用した。 1999年に採集し

た種子の培養は，５つの恒温室の温度条件をそれぞ

れ12℃，15℃，18℃，21℃，24℃の定温状態に設定

して行った。また，2000年に採集した種子の培養

は，18℃，21℃，24℃，27℃，30℃の定温状態に設

定して行った。照明については,1999年に採集した

もの,2000年に採集したもの，どちらも照度約2,500

LXの弱光，14時間日長に設定して培養した。播種

後，１か月以上経過した後，発芽率を調査した。

発芽率の保存期間による影響

　

種子の保存期間と発芽率の変化をみるため，冷蔵

庫で保存された種子を１週間後，２週間後，１か月

後，３か月後，６か月後，12か月後に冷蔵庫から取

り出し，無菌播種した。無菌播種の方法は上記と同

様にした。また，培養条件のうち温度条件は24℃に

し，それ以外の培養条件は上記と同様とした。播種

後，１か月以上経過した後，発芽率を調査した。

　　　　　　　　

結果及び考察

発芽率の温度による影響

　

無菌播種の結果を表１，表２に示した。採集後１

週間から２週間後の種子は，27℃で最も発芽率が高

く，18℃以下では，ほとんど発芽しなかった。

　

南竜ヶ馬場では。小川ら(1996)や小川ら(1998)

によって地上20cm,地表面，地中20

cm

の温度観測

が行われており，その結果は1994年７月の月平均温

度はそれぞれ,15.6℃, 15.9℃, 14.7℃。1994年８

月の月平均温度はそれぞれ,15.3℃,16.4℃,15.9℃。

1995年7月の月平均温度はそれぞれ,13.8℃,13.7℃，

12.5℃。1995年８月の月平均温度はそれぞれ,14.7

℃,15.4℃,14.7℃である(小川ら,1996)。また,1996

年７月から８月にかけての日平均温度は15℃前後で

あった(小川ら, 1998)。今回の無菌播種の結果で

は，南竜ヶ馬場の温度環境ではハクサンオオバコは

ほとんど発芽しないと考えられるが，今後，現地で

表１

　

ハクサンオオバコの発芽率と培養温度(1999年採集）

表２

　

ハクサンオオバコの発芽率と培養温度（2000年採集）

８

採集後
発芽率（発芽数／播種数）

18℃ 21℃ 24℃ 27℃ 30℃

１週間後 9.1% (1/11) 33.3% (17/51) 69.0% (40/58) 57.6% (34/59)

２週間後 37.5% (18/48) 71.4% (30/42) 56.1% (32/57)

１か月後 16.0% (4/25) 25.0% (13/52) 40.7% (11/27) 29.8% (14/47)

採集後
発芽率（発芽数／播種数）

12℃ 15℃ 18℃ 21℃ 24℃

１週間後 0.0％(O/40) 0.0％(O/54) 0.0％(O/44) 4.4% (2/45) 63.9% (23/36)

２週間後 0.0％(O/52) 0.0％(O/49) 0.0％(O/31) 2.0% (1/51) 59.5% (25/42)

１か月後 47.7% (21/44)
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表３　ハクサンオオバコの採集後12か月の発芽率

採種後 発芽率 (発芽数／播種数)

１週間後

２週間後

１か月後

３か月後

６か月後

12か月後

63.9%

59.5%

47.7％

62.0%

71.4%

60.7%

(23/36)

(25/42)

(21/44)

(31/50)

(25/35)

(34/56)

のハクサンオオバコの発芽がどのようになっている

のかを調査するとともに，低温処理により15℃前後

でも発芽するようになるかどうかを調査することが

必要と考える。

発芽率の保存期間による影響

　

結果を表３に示した。12か月後でも60.7%と，採

集後１週間後の63.9%と，ほぼ変わらない発芽率を

保っていた。ハクサンコザクラでは，冷蔵庫の保存

で１年以上保存しても比較的高い発芽能力を保って

いることが明らかになっている(Shimadaetal.,1997)

が，今回の調査で，ハクサンオオバコも同様に，冷

蔵庫の保存で１年以上保存しても比較的高い発芽能

力を保っていることが明らかになった。ただし,1999

年採集の種子の発芽率も2000年採集の種子の発芽率

も，採集後１週間後の発芽率と１年後の発芽率を比

べると，24℃で培養した場合，それぞれ63.9%から

47.7%へ, 69.0%から25.0%へ低下しているので軽

い休眠があるのかもしれない。

　

今後は，さちに保存期間を長くした場合に発芽率

がどう変化するのか調査すると共に，発芽した幼植

物の栽培方法についても調査を続けたい。

　

白山は高山帯を持つ山としては最も西に位置し，

中部山岳の他の高山帯から隔離された独立峰とする

地理的な条件から，そこに分布する植物は，植物学

的に重要とされている。米山(1985)は，白山を分

布の西限としている高山植物が100種以上あること

をあげている。また,Fujiiet al.(1995)やFujii et

al.(1997)は，白山のハクサンコザクラやヨツバ

シオガマの葉緑体ＤＮＡは，それぞれが生育する他

の山系とは変異し，白山独自のものに固定してお

り，遺伝的に分化していることを指摘している。さ

らに，新道ら(1995)は白山のハクサンコザクラの

アロザイムの解析結果から白山のハクサンコザクラ

は遺伝的多様性が低く，環境の変化に対して脆弱で

ある可能性を指摘している。

　

白山の高山植物は，ハクサンコザクラ以外の植物

でも同様に遺伝的多様性が低く，環境の変化に対し

て脆弱である可能性は考えられるため，ハクサンコ

ザクラ以外の植物でも遺伝的多様性の解明を進める

と共に，今後も白山の高山植物の保存及び栽培方法

についての研究を進め，白山の高山植物の種の保存

や保護復元を図る必要がある。
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